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アンケート調査 ご協力のお願い

滝川市 こどもの生活実態調査（保護者調査）

日頃より市政全般にわたり、ご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、滝川市では令和６年度に「こども基本法」に基づく滝川市こども計画の策定を進めています。この計

画づくりの基礎資料とするため、市内にお住まいの小学校５年生から中学校３年生の児童生徒およびその保護

者の中から無作為に選ばせていただいた方を対象にアンケート調査をお願いすることとしました。

なお、このアンケートには、お名前を書いていただく必要はなく、ご回答いただいた内容は、統計的な分析

にのみ使用いたします。

お忙しいところ誠に恐縮ですが、アンケートの目的をご理解いただき、ご協力下さいますようお願いいたし

ます。

2024年６月

滝川市 保健福祉部 子育て応援課

■以下のいずれかの方法で回答してください。

１．インターネット回答

・次の二次元コードまたは、URLにアクセスしてください。

https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=fy4hYlMJ

・パソコン、スマートフォン、タブレットから回答できます。

※途中保存はできませんので、お時間のあるときに入力して下さい。

２．調査票（紙）回答

・この用紙に直接ボールペンか鉛筆ではっきりご記入ください。

・記入後は、同封の返信用封筒に入れて、ポストへ投函して下さい（切手は不要です）。

（ご回答にあたって）

・封筒のあて名のお子さんの保護者様がご回答下さい。

・ご回答は次の要領で行って下さい。

(1)選択肢がある場合は、あてはまる番号に○印を付けてください。

(2)数字（年齢や時間帯など）をおうかがいする質問では、枠内に具体的な数字をご記入ください。また、

時間については 24時間表記でご記入ください。

(3)考えに合うものが選択肢の中にない場合には、「その他」を選び（ ）内に具体的にご記入ください。

(4)答えづらい質問には、ご回答いただかなくても構いません。

このアンケートは 7 月 1７日（水）までにインターネットでご回答、

または、ポストに投函してください。

（アンケートに関するお問い合わせ）

滝川市保健福祉部子育て応援課 電話0125-23-5217
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Q1 あなたのお子さんが通う学校、学年について教えてください。（あてはまるもの１つに○をつけ、（ ）

数字を記入してください。）

Q2 お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお答えください。（あ

てはまるもの１つに○）

Ｑ3 お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の人数（お子さんを含む。）を教えてください。※単身

赴任中の方は含めないでください。（（ ）内に数字でご記入ください。）

ご家族の人数（ 3.76 ）人

Ｑ4 Ｑ3の「ご家族」には、お子さんから見てどの関係の方が含まれますか。（あてはまるものすべてに○）

Ｑ5 お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（あてはまるもの１つに○）

Ｑ5で「２．離婚」に○をつけた方のみお答えください。

Ｑ5-1 離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。また養育費を現在受け取っていますか。（あ

てはまるもの１つに○）

2 保護者の方がお答えください

１．滝川第一小学校 13 ４．西小学校 13 ７．江陵中学校 58

２．滝川第二小学校 18 ５．江部乙小学校 ３ ８．明苑中学校 ８８

３．滝川第三小学校 16 ６．東小学校 24 ９．開西中学校 19

１．母親（継母を含む） 205 ３．祖父母 ２

２．父親（継父を含む） 5６ ４．その他（ ） ０

１．母親（継母を含む） 24４ ４．兄弟姉妹 163

２．父親（継父を含む） 19６ ５．その他（ ） ３

３．祖父母 26

１．結婚している（再婚や事実婚を含む） ⇒Ｑ6へ 21５ ４．未婚 ⇒Ｑ6へ ２

２．離婚 ⇒ Ｑ5-1へ 40 ５．いない、わからない⇒Ｑ6へ １

３．死別 ⇒Ｑ6へ ４

１．取り決めをしており、養育費を受け取っている 17

２．特に取り決めはしていないが、養育費を受け取っている １

３．養育費の取り決めをしているが、受け取っていない ７

４．養育費の取り決めをしておらず、受け取っていない 15

世帯の構成などについて うかがいます

アンケート発送数：703 回答数：265（web 133郵送 132） 回答率：37.7％
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Ｑ6 お子さんの親の最終学歴（卒業した学校）を教えてください。（ａ、ｂについて、あてはまるもの１つに○）

Ｑ7 お子さんの親の就労状況について、回答してください。（ａ、ｂについて、あてはまるもの１つに○）

Ｑ7で「５．働いていない」に○をつけた方のみお答えください。

Ｑ7-1 働いていない最も主な理由を教えてください。（ａ、ｂについて、あてはまるもの１つに○）

Q8 調査対象のお子さんが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）

をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

Q9 調査対象のお子さんが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

a）母親 b）父親

１．中学（中学部）まで ９ 11

２．高校（高等部）まで 107 11６

３．短大・高専・専門学校（専攻科）まで 10７ 53

４．大学またはそれ以上 35 59

５．いない、わからない １ 10

a）母親 b）父親

１．正職員・正規職員・会社役員 ⇒ Ｑ8へ 9２ 19７

２．嘱託・契約社員・派遣職員 ⇒ Ｑ8へ 21 ８

３．パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 ⇒ Ｑ8へ 105 ２

４．自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。） ⇒Ｑ8へ 16 26

５．働いていない（専業主婦／主夫を含む。） ⇒ Ｑ7-1へ 23 ０

６．いない、わからない ⇒ Ｑ8へ ４ 15

a）母親 b）父親

１．働きたいが、希望する条件の仕事がないため ２ ０

２．子育てを優先したいため 8 ０

３．家族の介護・介助のため １ ０

４．自分の病気や障がいのため ４ ０

５．通学しているため ２ ０

６．その他の理由 ６ ０

１．認可保育所・認定こども園 80 ３．親・親族以外の個人 ４

２．その他の教育・保育などの施設 23 ４．もっぱら親・親族が面倒を見ていた 1５０

１．幼稚園・認可保育所・認定こども園 18６ ３．親・親族以外の個人 １

２．その他の教育・保育などの施設 63 ４．もっぱら親・親族が面倒を見ていた 11

保護者の方の就労状況などについて うかがいます

お子さんの教育・保育施設等の利用状況について うかがいます
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Ｑ10 保護者の方とお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。（a～d

それぞれについて、あてはまる番号１つに○）

Ｑ11 あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a～b それぞれについて、あてはまる番号１つに○）

Ｑ12 お子さんは将来、現実的に見てどの段階まで進学すると思いますか。（あてはまるもの１つに○）

Ｑ12で「１」「２」「３」「４」に○をつけた方のみお答えください。

Ｑ12-1 その理由は何ですか。（１～６ については、あてはまるものすべてに○）

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

a) テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 75 10４ 49 34

b) お子さんに本や新聞を読むように勧めている 37 9５ 71 59

c) お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 116 8５ 49 11

d）お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 133 77 37 1５

よ
く
参
加
し
て
い

る と
き
ど
き
参
加
し
て

い
る

あ
ま
り
参
加
し
て
い

な
い ま

っ
た
く
参
加
し

て
い
な
い

a) 授業参観や運動会などの学校行事への参加 158 80 17 ６

b) ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加 38 86 8４ 53

１．中学まで ０ ⇒ Ｑ12-1へ ４．大学またはそれ以上 91 ⇒ Ｑ12-1へ

２．高校まで 5５ ⇒ Ｑ12-1へ ５．まだわからない 55 ⇒ Ｑ13へ

３．短大・高専・専門学校まで 59 ⇒ Ｑ12-1へ

１．お子さんがそう希望しているから 115 ５．家庭の経済的な状況から考えて 19

２．親・保護者が希望しているから 52 ６．その他（ ） ８

３．一般的な進路だと思うから 59 ７．特に理由はない 10

４．お子さんの学力から考えて 6２

保護者の方とお子さんの関わり方などについて うかがいます



- 5 -

Ｑ13 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（ａ～ｃそれぞれ、１～３のあてはまるもの１つに○）

また、「１．頼れる人がいる」場合、それはだれですか。（①～⑦のあてはまるものすべてに○)

Ｑ14 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの１つに○）

Ｑ15 世帯全体での、2022 年のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（あてはまるもの１つに○）

※収入には、同居し、生計を同一にしている家族全員の以下の収入が含まれます。

・勤め先収入（定期収入、賞与等）

・事業所得(原材料費、人件費、営業上の諸経費等を除く)、内職収入(材料費等を除く)

・公的年金・恩給、その他の社会保障給付金(生活保護、児童手当、児童扶養手当等)

・農林漁業収入（農機具等の材料費、営業上の諸経費等を除く）

・財産所得（預貯金利子、家賃収入等）

・その他の収入（仕送り、養育費、個人年金、各種祝い金等）

a）子育てに

関する相談

b）重要な事柄の

相談

c）いざという時の

お金の相談

１．頼れる人がいる 23４ 22４ 18５

家族・親族 21８ 21７ 18２

友人・知人 145 77 12

近所の人 14 ２ ０

職場の人 63 20 ２

民生委員・児童委員 １ ２ ０

相談・支援機関や福祉の人 19 ８ １

その他 ４ １ ２

２．いない 11 17 27

３．そのことでは人に頼らない 17 19 46

１．大変ゆとりがある ３ ４．苦しい 61

２．ゆとりがある 28 ５．大変苦しい 18

３．ふつう 15２

１．50万円未満 ２ ９．400～450万円未満 16

２．50～100万円未満 ０ 10．450～500万円未満 21

３．100～150万円未満 ６ 11．500～600万円未満 43

４．150～200万円未満 ５ 12．600～700万円未満 43

５．200～250万円未満 ９ 13．700～800万円未満 29

６．250～300万円未満 11 14．800～900万円未満 22

７．300～350万円未満 10 15．900～1,000 万円未満 1１

８．350～400万円未満 11 16．1,000 万円以上 15

保護者の方の相談相手などについて うかがいます

家計の状況について うかがいます
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Ｑ16 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないことがあ

りましたか。ただし、嗜好品は含みません。（あてはまるもの１つに○）

Ｑ17 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないことがあ

りましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。（あてはまるもの１つに○）

Ｑ18 あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、お金が足りなくて、支払えないことがあり

ましたか。（あてはまるものすべてに○）

Ｑ19 この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。（a～f について、あてはまるもの１つに○）

１．よくあった ５ ３．まれにあった 25

２．ときどきあった 17 ４．まったくなかった 21５

１．よくあった ９ ３．まれにあった 31

２．ときどきあった 20 ４．まったくなかった 20２

１．電気料金 ９ ４．電話料金 ７

２．ガス料金 ５ ５．家賃 ７

３．水道料金 ７ ６．その他（税金など） 23

い
つ
も

た
い
て
い

と
き
ど
き

少
し
だ
け

ま
っ
た
く
な
い

a) 神経過敏に感じた 11 16 55 62 11５

b) 絶望的だと感じた ３ ９ 20 40 18７

c）そわそわ、落ち着かなく感じた ５ 10 38 68 13６

d）気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた ２ 12 49 65 1３０

e）何をするのも面倒だと感じた 13 19 54 86 8８

f）自分は価値のない人間だと感じた ５ ７ 28 52 16７

日常の気分について うかがいます
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Ｑ20 あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（ａ～h について、１

～３のあてはまるもの１つに○）また、「３．利用したことがない」場合、その理由は何ですか。（①～⑤のあ

てはまるもの 1 つに○）

※１ 経済的理由により子どもの就学が困難な場合に、学用品費等を補助する制度。

※２ 病気や失業などにより生活費等に困り、他に方法がないときに一定の援助が受けられる制度。

※３ 「働きたくても働けない」、「住むところがない」、「家賃を払えない」、「家族のことで悩んでいる」、「子

どもの勉強が心配」など、仕事や生活に困りごとや不安を抱えている方を対象に、相談者からの相談を広

く受け付け、専門の支援員が相談者と一緒に、生活の状況や課題を解きほぐしながら、自立に向けた目標

や支援内容を考え、一人ひとりの状況に合わせた支援プランを作成し、支援を行うもの。（月形町の法人

に委託しています。）

※４ 所得が一定水準以下のひとり親世帯の生活支援のための手当。 （児童手当とは異なります。）

※５ 就業に関する相談、技能習得、就業情報提供に至るまでの一貫した就労支援サービスを提供するととも

に、地域生活や養育費に関する専門的な相談を行うなど、総合的な支援をきめ細かく実施し、ひとり親等

の自立を支援している施設。（旭川市・札幌市・室蘭市などに設置されています。）

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

a b c d e

就
学
援
助

※
１

生
活
保
護

※
２

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
相
談

窓
口

※
３

児
童
扶
養
手
当

※
４

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

※
５

現在利用している 31 ０ １ 37 ３

現在利用していないが、

以前利用したことがある
18 １ １ 13 ６

利用したことがない

制度の対象外（収入等の

条件を満たさない）だと思うから
17６ 20９ ２００ 17５ 18９

利用はできるが、特に利用したいと思

わなかったから
２ ０ ２ ０ ８

利用したいが、今までこの支援制度を

知らなかったから
０ ０ ２ ０ １

利用したいが、手続きがわからなかっ

たり、利用しにくいから
１ ２ ２ ０ ２

それ以外の理由 ３ ８ 11 ２ 11

各種制度の認知度などについて うかがいます


